














antisocial behavior, 2007 反社会的行動，2013, pp.727）
や規範逸脱行動（社会集団で典型的または適切と考え
られているものから著しく逸脱する行動：deviant 
behavior, 2007 逸脱行動，2013, pp.40）を抑止するた
めには、人々がどのような時にそれを思いとどまり、
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反社会的行動・規範逸脱行動の抑制に関する探索的検討
― 「悪いこと」を思いとどまった経験について ―
An Exploratory Study on Inhibition against Antisocial or Deviant Behavior










　In order to elucidate the regulatory mechanisms against antisocial or deviant behaviors, the present study ex-
ploratorily examined the psychological processes and factors which aﬀ ect them, based on the literature on moral 
and social control of the behaviors. 74 university students answered a questionnaire about their experience on re-
fraining from “doing a bad thing” and the reason why he or she had been able to forbear doing it. Their answers 
on inhibition and the reason were classiﬁ ed and investigated with respect to frequencies and association between 
them. The results revealed some speciﬁ c correspondences of a reason to inhibition, suggesting factors on re-
straints of problematic behaviors. The eﬀ ect of such factors as guilty, perspective taking of a victim and punish-
ment, and the condition in which the eﬀ ect acts on were discussed.
Key words : antisocial behavior, deviant behavior, moral regulation, social control.
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ティティと呼ぶ。Aquino et al. （2009）によれば、人
は自己の一貫性を維持しようとするため、自己概念と

















































































（Graham & Haidt, 2012 ; Graham, Haidt, Koleva, Mo-















































































































































































　2012年 5月と 2013年 5月に質問紙調査を実施した。
大学の心理学に関する講義を受講した福祉系学部の

























































たところ、抑制の理由は 148 件であった。これを表 3














×2 分割表に基づいて χ2 独立性の検定を行い、これら
の関連の程度を検討した。この際、期待度数が 5 を超
えないセルが全セル中の 20% 以上存在した場合には、












横領と、罪悪感（Fisher の直接確率 : p<.1）、視点取




（Fisher の直接確率 : p<.1）、罰不安（Fisher の直接
確率 : p<.1）にも有意傾向で関連が見られた。これは、
迷惑行為を思いとどまった人は、合理的損得勘定を理





罪悪感（Fisher の直接確率 : p<.1）、後悔の予期











































ルール違反 「高校生の頃、友人に飲酒を誘われたが断った」 29 例（39.2%）
いじめ 「クラスのこの悪口を言ったり仲間外れにしたりすること」 15 例（20.3%）
窃盗・横領 「小学校の頃友達に万引きを誘われたが断った」 13 例（17.6%）
迷惑行為 「自転車を運転しながら道にゴミを捨てようとした」 10 例（13.5%）
制裁・報復 「友達とケンカしてイライラしていたため、その友達の物を壊そうとした」 6 例（ 8.1%）
自傷・自殺 「死にたいと思って橋の欄干に上った。結局色々考えて下りた」 1 例（ 1.4%）





友人・恋人 7 例（ 9.5%）
家族 2 例（ 2.7%）
相互作用対象（その他・不明） 2 例（ 2.7%）
先輩・同僚 1 例（ 1.4%）
不特定の被害者あり 24 例（32.4%）
被害者なし 24 例（32.4%）
自分 1 例（ 1.4%）
合計　　74 例（ 100%）
表 2．被害者の有無の度数分布














































罪悪感・嫌悪感 「…良心の呵責もあった」「…かわいそうに思った」 28 例（37.8%）
罰不安 「後々バレるのが怖かった」「…怒られると思ったから」 26 例（35.1%）
合理的損得勘定 「…何かが変わるわけではなかった」「自分のためにはならないし」 25 例（33.8%）
悪事・違反の自覚 「さすがに…まずいだろうと思った」「…良くないと思ったから」 21 例（13.5%）
被害者の視点取得 「自分もされたら嫌だから」「自分がそれをされたらへこむから」 11 例（14.9%）
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